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論 文 内 容 の 要 旨

〔目的〕

敗 血症 患者の 多く が 臨床上， 心 拍出 量の 増加， 末 梢

血管 低抗 の減 少， 血圧の 低下 を特 徴と する 循環 動態 を

呈す る． 動 物 実験 にお ける 敗血症 モ デルで の肺 血管 透

遭 性に関 する 報告 は多 いが
， いず れも 急性 期で の検 索

で あ り
，

こ の よ う な 病 態 で の 報 告 は な い
．

そ こ で 我 々

は
，

羊 に 亙 ０ｏ〃 の エ ン ド ト キ シ ン を 祷 続 投 与 す る こ

とで この病 態 を再現 し， 慢性 期に お ける肺 微小 血管 透

過 性 の 充 進 の 機 序 に つ い て 検 索 を 行 っ た
．

〔方法〕

羊 （１１頭） を 用 い
，

敗 血 症 群 （ｎ＝６：亙 ０ｏ〃 エ ン ド

ト キ シ ン を１０ｎｇ／ｋｇ／㎜ｉｎ で 持 続 投 与）
．

対 照 群（列・・５：

生理 的食塩 水 を同様 に して投 与） の２群 に 分げた．
実

験 開始 前 に 肺 静脈 閉 塞 法 によ り 蛋 自 の透 過 性 を示 す

ｒｅ旋Ｃｔｉ㎝ Ｃｏｅ欄Ｃ１㎝ｔ （σ） を 測 定 し
，

実 験 開 始 後 経 時

的に 心拍出 量， 肺 動脈 圧， 肺 動脈 撰状 圧， 申 心静 脈圧，

左 心房 圧， 肺リ ンパ 流量， 動 脈血 ガス， 混 合静脈 血 ガ

ス，
血 清 お よ び リ ンパ の 膠 質 浸 透 圧

，
蛋 自 濃 度 を 測 定

，

２４時 間 後 に σ を 測 定 し た
．

以 上 の 測 定 値 よ り， 心 係 数，

肺 血管 低抗 係数， 末 梢血 管低抗 係 数を算 出 し， ス ター

リ ン グ公式 より 濾過係 数 （Ｋｆ） を計 算した．

〔結果〕

１
．

心血 管系 反 応１ 敗血 症 群 は経 時的 に ３ 相 の変 化

を 示 し た
．

心 係 数 は 最 初 低 下 し た 後
，

１０時 間 目 か ら 上

昇 し２４時 間 後 で，１０．２±Ｏ．３亙／ｍ１ｎ／ｍ
２を 示 し た

．
平 均 血

圧 は
，

２ 時 間 後
，

１０時 間 後 以 後 著 明 な 低 下 を 示 し た
．

漢た， 末梢 血管 低抗 係数 は心 係数 と鏡 面的 変化 を示 し

た
．

い ず れ の 測 定 値 も２４時 間 後 に お い て
，

対 照 群 と 比

較 し有 意 差 が 認 め ら れ た
．

２
．

肺 の 反 応 １ エ ン ド ト キ シ ン 投 与 後
，

肺 リ ン パ 流 量

は 著 し く 増 加 し
，

２ 時 間 後 に お い て 約 ３ 倍 量 に 達 し た

以 後２迅時 間後ま で認 め られた． 肺動 脈圧， 肺 毛細 血管

圧も著 し い増加 を示 し２ 時間 後に おいて 対照 群に 比 し

有意の 増加 を示 した． 肺 血管 低抗係 数 は４ 時間後 に最

高 値 を 示 し 花 後 減 少 し
，

開 始 前 値 よ り 約５０ｄｙｎｓ ｃｍ■５

ｍ
２低 い 値 を 示 し た

．

３． 微小 血 管透 過性 の 変化 ：肺 静 脈閉 塞 法 によ り 得

ら れ た σ は 両 群 間 に お い て２４時 間 後 で 有 意 差カミな く，

か つ， 開 始 前 値 と の 比 較 に お い て も 有 意 差カミ認 め ら れ

な か っ た
．

Ｋｆ は
，

敗 血 症 群 に お い て 著 明 な 増 加 を 認 め

た カミ， 対 照 群 で は 変 化 を 認 め ず
，

両 群 間 に 有 意 差 を 認

め た
．

〔考察お よ び結語〕

従来 の敗 血症モ デ ルにお ける 肺微 小血 管透 過性 の報

告 は， い ず れ もカミσ の 低 下 を 認 め る 急 性 期 で の 検 索 で

あ り， 低血 圧， 高心 拍出量， 低 末梢 血管 低抗 を示 す慢

性 期 で の 報 告 は な い
．

今 回 我 々 カミ示 し た
，

エ ン ド ト キ

シンを 投与 して から１２～２４時 間後に 認め られ る肺 微小

血 管の 変化 は臨床 面 でみ られる 敗血 症患 者の 変化 を再

現 す る 実 験 モ デ ル と 考 え ら れ る
．

ま た
，

実 験 結 果 か ら
，

こ の時期 にお ける 肺 微小血 管透 過性 充進 の機 序は， 蛋

白 の 透 過 性 の 充 進 で は な く
，

肺 内 シ ャ ン ト 量 の 増 加 に
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よ り， 微小 血 管の還 流領 域の 血液 量の 増加 による も の と 考 え ら れ た
．

論 文 審 査 の 要 旨

敗血症 時 の重要 な病 態の ひと つ である 肺 血 管透 過性 の 充進 に つい て は実 験モ デル にて 多く の 報告 が なさ れ

て い る が
，

い ず れ も 急 性 期 に お け る 検 索 で あ る
．

本 研 制 は ま ず ｗａｓｈ ｄｏｗｎ ｔｅｃｈｎｉｑｕｅ と い う 従 来 の 左 心 房 内 バ ル ー ン 法 に 比 べ 安 全 で 再 現 性 の あ る 測 定 方 法

を 用い てい る点 で測定 値の 信頼 性 が高く なった． また 臨床 的に 重要 な敗 血症 慢性期 の循 環動 態を 再現 した 実験

モ デル の考 案によ り， この 時期の 肺 血管透 過性 充進カ書急 性期 と全く 異 なり， 蛋白に 対す る透 過性 の充 進に よる

も の で は な く， 肺 内 シ ャ ン ト の 増 加 に 伴 う 微 小 血 管 へ の 血 流 増 加 に よ る も の で あ る こ と を 示 し，
こ の 分 野 の 研

究 に 新 た な 展 開 を も た ら し た
．

臨 床 上
，

学 術 上 価 値 あ る 論 文 で あ る
．
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．
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